





























































































回数 テーマ 教材A 教材B 課・・li出
第1回 「充実した学生生活」が「いい就職」につながる pp.2-3
第2回 将来の「方向性」を意識して過ごそう pp.4-5
第3回 大学生活とあなたの生活 pp 6-7 レポート1
第4回 キャリアプランニングに挑戦しよう pp 8-9 レポート2
第5回 「キャリアアンカー 」を探そう pp 10 11 レポート3
第6回 自己理解を深めよう pp 12 15 レポート4
第7回 キャリアを考えるための演習 pp 16 17pp.2-7 レポート5
第8回 自己PR11)自分を伝える pp. 8 13. レポート6
第9回 自己PR12月青報を整理する pp.14 19. レポート7
第10回 企業入講演会 レポート8
第11回 自己PR13)スピー チの準備をする pp 20-25レポート9
第12回 自己PR 4)スピー チをする pp 26-29レポート10
第13回 自己P斑5)志望動機/学習 (研究)計画書を読みあう pp.30-38. レポート11



































































































































































































































































































































































































デー タ数             155
重相関係数R        O.972584
決定係数R2        0.945919
自由度修正済み決定係数   0.944477
Y評価値の標準誤差     7.Z2291
赤池の情報量基準      10∞.569
ダー ビン・ワトソン比    1.554287
分散分析表
要因 偏差平方和 自由度 平均平方   F値 Ptt  F(0.05)F(0.01)
回帰  137612   4  劉四博.01  655.91112  6.84E94 2.431965 3.446Z5
残差 7867.618  150  52.45078
計  145479.6  154
回帰係数の有意性の検定と信頼区間
回帰係数 標準誤差 標準回帰係数 偏相関係数  ttt   F値P値  95%下限 95%上限?????
0.36%64 01136619   0269855
45324 0209713   06れ787
3007716 0223365   0.281939
0.lX6975 0,03153   000478
-25125 3.390676
0.6339η 10 ml125 11111 8066
08Ю147 21.62591 4676η8
0.器97■ 1346551 181.3199
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